
 

 

ＱＣ教育を基幹とした改善・改革能力向上による人材の育成 

－全員参加の改善・改革活動による職場体質の強化－ 

 

㈱ジーシーデンタルプロダクツ 

                  ○扇 千春１）（おおぎ ちはる） 

 

１．はじめに 

 当社は、歯科材料及び歯科機材総合メーカ

ーである㈱ジーシーのグループ企業として

設立され，プラスチック製および陶磁製人工

歯を主力製品とする歯科医療用材料製品の

メーカーである。（図1） 

当社は，1981年に「ＧＣにＱを入れる活動」

として「ＧＱＣ」と称してＴＱＣ活動を導入，

その後、1996年にＴＱＭに移行し，ＧＱＭ活動

2)として企業品質向上に取り組んでおります。 

また、日本品質管理賞への挑戦活動をもとにＧＱ

Ｍ活動の底上げを図り，総合的品質管理のレベル

アップを図りました。 

 当社は、ＧＣグループの一員として、社是「施

無畏」を掲げ、経営理念･行動規範により“相手

の立場に立って全てを行う”“口腔保健の向上を

通じ社会に貢献する”など、“敬愛するなかま集

団づくりにより顧客の信頼に応える”ため企業活

動を行っています。 

 今回は、改善・改革能力の向上と企業体質

の強化に成果をあげ，社員の活性化に繋げた

推進事例について報告させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)本社 ＧＱＭ推進事務局   

 〒486-0844 愛知県春日井市鳥居松町2丁目285 TEL.0568-81-7171 

2)ＧＱＭ活動とは、ＧＣグループにおけるＴＱＭ活動のこと。 

[キーワード：ＴＱＭ・人材育成・改善活動] 

 

図2 組織と人員構成（2008.9.30現在） 
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社員    ：111名  
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図1 会社概要 

会社の概況               

設  立  1958年10月   

資 本 金  9,000万円     

従業員数  177名  （2006年4月時点）  

売 上 高  42.5億円   

決 算 月    9月   

沿 革 

1958年 而至陶歯工業㈱として設立 

1981年 中尾敏男前社長によるＧＱＣ宣言

1991年 ニューＧＱＣ活動始動 

1996年 ＧＱＭに移行 

2001年 ＧＱＭ強化宣言 

2003年 デミング賞受賞 

2006年 日本品質管理賞受賞 

物 流 購 買 部 

総 務 部 

技 術 部 
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２．当社におけるＧＱＭ推進の課題 

 (1)ＶＩＳＩＯＮの共有が十分でなく，自主

的なキャリア開発を行うしくみが弱かっ

た。 

 (2)サン社員3)が増加傾向にあり，職場にお

けるモノ作り，品質の作り込みにはサン社

員の力なくしては語れない。 

(3)世代交代期となり，技術伝承を早急に対

応しなくてはならない。 

 (4)職場体質における課題として，良いもの

をより安くタイムリーに供給するための

活動が不十分で、業務を抜本的に見直す必

要性が生じていた。 

 (5)改善・改革活動における課題として，改

善・改革活動推進のツール・しくみが十分

でなく、改善活動が停滞していた。 

３．テーマの選定 

 サン社員の増加などにより現場力の強化が

重要なテーマとなってきており，サン社員を

含めた全社員を巻き込んだ改善・改革能力の

レベルアップやモラール向上を図りたいと考

え、本テーマを選定した。 

４．攻め所と目標の設定 

 (1)小集団活動完了件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)区分別小集団活動完了件数の推移 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)ＱＣ手法活用件数の推移 

  １）ＱＣ手法活用件数 

 

 

 

 

種

類

小

集

団

グループ改善活動 

（部署内の問題・課題解決） 

チーム改善活動 

（部署をまたがる問題・課題解決）

個

人

個人改善提案活動 

アイデア提案活動 

区

分

Ⅰ 係責任者以下がリーダー 

Ⅱ 課長以上がリーダー 

Ⅲ サン社員がリーダー 

3）パートタイマーの呼称。Sunshine（日光の意）を語源にしたもので，単なる補助者でなく，当社に 

 とって無くてはならない人材であるとの思いを込めて命名。 

4)ＫＩ(けーあい)活動とは、Kaizen Innovationの略で、ＧＣグループにおける改善・改革活動のこと。

 小集団活動のメンバーは固定ではなく、テーマに応じて選出することができることが特徴である。 

表1 ＫＩ活動4）の分類 

図5 ＱＣ手法活用件数 

よ
い

図3 小集団活動完了件数 

図4 区分別小集団活動完了件数 

よ
い

よ
い
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 ２）ＫＩ活動１件あたりのＱＣ手法活用件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)ＱＣ手法習得度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（8）ありたい姿の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）目標の設定 

 

 

（6）個人改善参加率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）攻め所の決定 

  表2 ありたい姿（要望レベル）確認表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 特性・項目 ありたい姿 現在の姿 ギャップ 攻め所の候補 

改
善
・
改
革
能
力
の
向
上 

区分別小集団

活動完了件数 

タイプⅠ 340 件 282 件 58 件 

ａ：完了件数を増やすタイプⅡ  40 件 22 件 18 件 

タイプⅢ  25 件 21 件 4 件 

ＱＣ手法 

活用件数 
 900 件  720 件  180 件 

ｂ：ＱＣ活用件数を 

増やす 

社員満足度  3.8 点  3.3 点 0.5 点 ｃ：満足度を向上する

ＱＣ修得度  2.74 点  2.24 点 0.5 点 
ｄ：ＱＣ習得度を 

上げる 

表3 攻め所（着眼点）選定シート 

なにを  ： ＱＣ手法活用件数を 

どのくらい： 820件→900件以上 

いつまでに： 2006年9月末までに 

図8 個人改善参加率 

（サン社員含む全社員） 

よ
い 

  ありたい姿 レベル 

成果

要望

区分別 

小集団活動 

完了件数 

ﾀｲﾌﾟⅠ 340 件以上 

ﾀｲﾌﾟⅡ  40 件以上 

ﾀｲﾌﾟⅢ  25 件以上 

ＱＣ手法 

活用件数 
900 件以上 

社員満足 

度評価点 
0.5 点以上アップ 

ＱＣ 

修得度 
0.5 点以上アップ 

施策

要望

全社員の 

参加 

サン社員を含む 

全員参加 

 

ねらい 

 サン社員を含む全社員が改善活動に参加し、ＱＣ

 手法を活用して改善・改革能力の向上を図る。 

図7 Ｑ７・Ｎ７習得度 

図6 ＫＩ活動１件あたりのＱＣ活用件数 

よ
い 

 よ
い 

© 2010, The Institute of JUSE. All Rights Reserved.



 

 

５．方策の立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．成功シナリオの追求 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.成功のシナリオの実施 

（1）発表会を活用した教育の場の提供 

１）四半期ごとのＫＩ発表会 

小集団活動発表会を四半期毎に開催するこ

とで事例を通した教育の場を提供した  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）支援者からのアドバイスの機会の提供 

四半期ごとに開催される小集団活動発表

会で部課長全員が発表事例についてすべ

てア 

ドバイスを行うことで，改善活動・手法活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用の支援をする機会を提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）ＱＣストーリーの理解アドバイス資料 

作成 

小集団活動のまとめ方を作成・展開すること

で，理解度の向上を図ることができた。 また，

ＤＢ上に掲示することで，誰でも確認するこ

とができる。 

 

 

 

 

図10 成功のシナリオの検討 

図11 小集団活動発表会プログラム 

図13 小集団活動のまとめ方 

図12 小集団活動発表会コメント用紙 

図9 方策の立案 
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４）活動中の積極的なアドバイス実施 

ＤＢを活用して，活動中のテーマへ積極的

なアドバイスを実施し，理解度の向上や早

期テーマ完了を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＱＣ手法教育の充実 

１）習得度を調査し，自己評価・上司評価

によるレベルの把握を行い，クラス分けを実

施し，階層・個々人の強化すべき教育計画を

立案し，ＱＣ手法の理解度の向上に努めた。 

 

 

 

 

 

 

２）手法の勉強会実施 

教育計画を作成し、毎月勉強会を実施し，

ＱＣ手法の教育を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）推進ツール・しくみの充実 

 １）ＳＱＣ教育テキストを作成する 

  勉強会での理解を深める為に，エクセル

の教育テキストを作成した。 

 

 

 

 

 

 

２）講師の選定 

 教育後にテストを実施し、理解していると

判断した人をＳＱＣアドバイザー資格認定

者に任命し、次期講師の候補となる。 

 

 

 

 

３）ツールの充実 

 StatWorksの他にStatcelＱＣ（エクセルＳ

ＱＣ）を導入し各部署にインストールした。 

８．効果の確認 

 (1)目標達成度 

表4 目標達成確認表 

 目 標 結 果 

な に を ＱＣ手法活用件数を 

どのくらい
 

916件 

いつまでに 2006年9月末 2006年9月末 

(2)有形効果 

 １）手法活用件数 

図17 勉強資料掲示ＤＢ 

820件→900件 

図16 ＱＣ手法勉強会実施計画書 

図15 ＱＣ習得度アンケート用紙 

図14 ディスカッション形式ＤＢ 

図18 SQCアドバイザー認定ＤＢ 

図19 手法活用件数 

よ

い
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２）ＫＩ活動１件あたりの活用件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．標準化と管理の定着 

 (1)標準化の実施 

 1)ＫＩ活動運営手順書の改正 

   EB-20-Q-302-00526(5)2006.6.30発行 

 2)ＧＱＭ規定手順書の改正 

   EB-20-N-101-00500(5) 2006.5.9発

行 

(2)管理の定着 

  各種アドバイス資料、教育テキストをＤ

Ｂに掲示し、いつでも誰でも確認でき、次

回の教育時の資料にも活用できるように

した。 

１０．反省と今後の課題 

 (1)良かった点 

 １）ツールや支援体制の充実などにより、

サン社員を含めた全社員を巻き込んだ活動

をすることができ，全社の改善・改革意識

の底上げが可能となったこと。 

２）StatWorksを活用したことにより、教

育資料が充実しており、社内教育用のテキ

ストの作成、教育コースの早期立ち上げが

可能となったこと。 

(2)悪かった点 

 ＱＣ手法や完了件数が増加したが、ＳＱ

Ｃを活用した現場の状況の見える化への

推進が弱かったこと。 

 (3)今後の課題 

 新入社員・サン社員にもこの活動を活か

して教育を継続し，また外部発表での相互

啓発や，ＳＱＣ手法の活用を推進し，更な

るレベルアップを図ります。 

図24 ＫＩ活動・個人改善参加率 

（サン社員含む全社員） 

図21 区分別小集団活動完了件数 

図22 小集団活動完了件数 

図23 Ｑ７・Ｎ７習得度 

図20 ＫＩ活動１件あたりの活用件数 

よ

い 

よ

い 

よ

い 

よい 

よ

い
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■お問い合わせ先 
(株)⽇科技研 数理事業部 パッケージサポート係 

■公開資料ページ 
弊社ウェブページで各種資料をご覧いただけます http://www.i-juse.co.jp/statistics/jirei/ 

http:/www.i-juse.co.jp/statistics/support/contact.html 




